
皆様、こんにちは！
　当社の理念である「石文化の進歩発展に貢献する」の実現に向け、石材業界発展のお役にたつ情報をお届けするニュース
レターの第22弾をお届けします。
　今回は、3月に東京と中国にてそれぞれ行われました展示会の出展報告をさせていただきます。現在の業界のトレンドが集
まっている展示会ですのでぜひご一読下さい。他にもお役立ちになる情報を今回も盛りだくさんにご紹介いたします。
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　厦門国際石材展示会が、3
月6日から9日の4日間開催さ
れ、当社も出展してきました。
　出展商品は、日本向け石製
品に使用する接着剤・防水剤
を中心に海外に販売実績の多
い商品です。
　中国で加工された防水剤・
接着剤に関して、施工後に問
題が発生することが多くあると
伺っています。これは使用期限の切れた商品や、指示通りの商品を使
用していないことが原因であると考えられます。
　当社中国事務所では、ADコート・イシノール・アマソニックなどの防
水剤や、2液性のエポキシ樹脂系接着剤・クイックメンダ―などを在庫
しておりますので、お気軽にお問合せ下さい。
　今回の展示会で注目したのは次の4点です。

1. 出展する国の増加
　ヨーロッパは勿論のこと、アジア・中東・南米・アフリカに至るまで
様々な国の石が展示されていました。世界の石が揃う展示会になって
きました。

　建築・建材展が、3月6
日から9日まで東京国際
展示場にて開催され当社
も出展しました。
　今回は、海外の最新の
商品を中心に紹介いたし
ました。

1. 大判のタイル・石材の不陸調整を
　 簡単に行える「MLT不陸システム」
　最近急に海外市場で使用され始
めた、タイル・石材などの不陸調整に
使用される様々なシステムの中で当
社が一番優れていると選択したの
が、今回紹介した「MLTシステム」で
す。大判のタイルが増えてきている
中、不陸調整がベテランの職人以外
でも簡単に行え、時間の大幅な短縮
ができる最新のシステムです。

2. 石材加工の自動化の流れ
　2年前のベローナの展示会から始まった石材加工自動化の機械
が、中国でも数多く出展されていました。切断・研磨だけでなく手加工
の部分にまで自動化が進んできています。北米の展示会ではファナッ
クが、出展していました。今後この流れは加速すると思われます。

3.人工大理石（クオーツストーン）の出展の増加
　世界各国の人工大理石メーカーが出展されていました。また、当社の
ブースでも人工大理石の研磨に対する問い合わせが増えてきています。
　今後はカウンタートップだけでなく、床や壁にも使用することが増え
てくるようです。

4. ベトナム産墓石の出展
　墓石市場の縮小に伴い、日
本の墓石の展示は数えるほ
どしかありませんでした。
　この状況の中、ベトナム製
の墓石が初出展していまし
た。現在、様々な御影が採掘
されていると聞いています。
今後、建築市場だけでなく墓
石市場でも、存在感が増して
くると思われます。

2. 日本初登場のエポキシ樹脂を使用した
　 滑り止め「アンチスリップミックス」
　10年以上前より、ヨーロッパの空港や、新幹線
の駅で採用されている、耐久性に優れた滑り止め
商品「アンチスリップミックス」。エポキシ樹脂の
中に骨材を混ぜているので、滑り止め効果抜群
の上に、高耐久性で長期にわたり、滑り止め効果
を維持します。

３. 大理石の光沢を簡単に再生できる 「リクイポリッシュ」
　「リクイポリッシュ」は大理石の研磨工程を削減するこ
とが出来ます。また、簡単な酸による汚染であれば、これだ
けで再研磨が可能な、便利な商品です。

4. 屋外での補修を可能とする「アケポックス5010」
　アケミマーブルフィラーシリーズは
屋内の補修用でしたが、この度屋外
で使用できる「アケポックス5010」
が、新登場しました。着色することが
出来、耐候性に優れた屋外用の補修
に最適です。

展示会出展報告
◆厦門展示会出展報告

◆建築・建材展2018出展報告

今回出展した商品はすべて当社のHPで、動画を見ることが出来ます。 藤栄㈱ホームページhttp://touei.ne.jp/　　　　　 へアクセスしてください。



商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

一般的な骨壺のサイズは？
東日本ではお骨全てを納めることが多いため7寸が多く、
逆に西日本では一部捨骨するため5～6寸が多いです。
しかし最近では西日本でもお骨は全て納めたいとの要望
も多くなり7寸壺も増えております。

Q&A ～骨壺豆知識編
Q1

A1

骨壺に男性用・女性用はありますか？

基本大きさは同じですが、女性らしいデザインはあります。

Q2

A2

骨壺のサイズによる用途は？

2.5寸～4寸・・分骨や手元供養に使用されます。
5寸～6寸・・一般的に西日本地域で使用されています。
7寸・・・・・一般的に東日本地域で使用されています。
8寸・・・・・改装や合同墓に多く使用されています。

Q3

A3

現場での追加彫り、滑り止めのブラスト作業に最適な商品をご紹介いたします。

最近世界で使用されることが多くなった、人造大理石（クォーツストーン）用に開発され
た専用ダイヤです。研究に研究を重ねた独自の製法と形状（パターン）により最高の仕上
がりを実現できます。5工程で十分なつやを得ることが出来ます。キッチンカウンターの
小面磨きに最適です。研磨前にフレックス自体を十分に水に浸して頂くとより美しいツ
ヤが得られます。

現場での戒名追加彫りにお役立ちアイテムを紹介

クォーツフレックスダイヤ（QFD）

オススメ其の①
持ち運びに便利な軽量サンドタンク

フードボックス
スリーエス型スリーエス型

本体の重量はわずか6kgで持ち運びに楽々
砂の容量も戒名1件分は充分に彫れる5kg
タンク脚の長さも調整できるため現場の状
況に応じてご使用いただけます。

オススメ其の②
奥行わずか200㎜のフードBOX
狭い場所での作業にも対応でき、小さすぎ
ないためBOX内でのノズルの取り回しも
楽々です。手を下側から入れられるため操作
も快適に行えます。

オススメ其の③
狭小場所（BOXも入らないような
狭い場所）での字彫り対応に便利
なノズルホルダー。
L型に曲がっているため通常ノズルでは彫れ
ないような狭い場所でも対応できます。
更に専用の短いノズルを使用することで更
に作業性もUPします。


